
78．知らせ章（アン・ナバア)
マッカ啓示

本章の趣旨:
復活と報いを証拠で確証すること

説明:
1 アッラーから預言者(アッラーの祝福と平安あれ)が送

られたのに、これらの多神教徒たちは、何について互い
に尋ね合っているのか｡

2 重大な知らせ(復活と審判)についてである｡使徒に下
されたクルアーンが、それについて語っているのである｡

3 それについて、かれらは意見を異にしている｡それは
魔法か、詩歌か、占いか、あるいは昔の物語かと｡

4 いや、かれらはその拒否の悪い結果を、いずれ知るだ
ろう｡

5 いや、いや、それを必ず知ることになるだろう｡
6 われらは大地を、平坦にして、住みやすくしたのでは

ないか｡
7 また山々を、大地の安定のための杭にしたではない

か｡
8 われらはあなた方を種々の男女に創り、
9 人 よ々、また休息のためにあなた方の睡眠を、
10 あなた自身の恥部を隠すように、覆いのために暗い

夜を、
11 そして生計のために昼を設けたではないか｡
12 それからわれらは、あなた方の上に完璧な創造とし

て、堅固な７層の天を設けて、
13 光り輝やき、熱い灯明の太陽を置き、
14 われらは雲から豊かに雨を降らせ、
15 それによって種々の穀物や植物を生えさせ、
16 互いに近くて木の枝が交差する、立派な園をもたらし

たではないか｡
17 以上のような様々な恵みをその力量の証拠として言

及してから、アッラーは復活と審判の日について言及さ
れる｡これらを創造できる者は、その死後に復活させ精
算することも容易なのである｡かれは言う、創造されたも
のの峻別の日は定められ、それ以降その変更はない｡

18 その日、二度目のラッパが吹かれると、あなた方は群をなして出て来る｡
19 天は割れ目が生じるが、それは開かれた数々の門のようで、
20 山々は動かされて、散らばった塵の屑となり、蜃気楼のようになる｡
21 実に地獄は待ち伏せており、
22 不正者たちが帰らせられる所、
23 かれらは何時までもその中に住む｡
24 そこでかれらには炎の暑さからは涼しさもなく、気持ちよい飲物もなく、
25 煮える湯と地獄の人々の膿(うみ)しかない｡
26 かれらの不信仰と逸脱に対してのふさわしい報奨である｡
27 本当にかれらは、来世の清算を恐れていなかった｡復活を信じていなかったのだ｡それが恐ろしいならば、アッラーを信仰したで

あろうし、善行を重ねたであろう｡
28 またかれらはわれらの預言者に与えた印を、全く嘘であるとした｡   
29 われらはかれらのしたこと一切を、天の帳簿に記して、計算してやろう｡   
30 掟破りたちよ、だから味わえ、この永久の苦痛を｡そればかりを増やしてやろう｡

本諸節の功徳:
●創造に関するアッラーの完璧さは、復活に関するその力量の証左となる｡
●反抗は地獄行きの理由となる｡
●不信仰者には、罰は倍増すること｡
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31 確かに主を畏れ、命令に服し禁止を守る者には、楽園
という要望してきたものを得る、勝利の場所がある｡

32 庭園やブドウ園がたくさんあり、
33 同年令の女性たち、
34 またなみなみと溢れる杯｡
35 そこでは無駄話や偽りは聞かない｡互いに嘘をつくこ

ともない｡
36 これらはかれらへの恵みと慈悲の主からの報奨であ

り、十分な贈り物｡
37 諸天と地、そしてその間のすべてのものの主であり、

現世と来世の慈悲あまねきお方、誰もかれに許可なくし
ては尋ねることはできない｡

38 ジブリールと天使たちが整列して立つ日｡慈悲あまね
きお方から許しを得られた者であり、また正しいことを
言う者、つまりアッラーが唯一であることを語る者以外に
は、仲介はできないのである｡

39 それは確かにやって来る、真実の日である｡だから誰
でも懲罰からの救済を望む者は、主の喜ばれる善行に努
める道を行く以外はないのである｡

40 人々よ、確かにわれらは、懲罰が近いとあなた方に警
告した｡その日、誰でも自分が以前にしたことを見るだろ
う｡不信仰者は罰を逃れようとして、言う｡ああ、われらが
動物のように土塊になれたなら、よかったのに｡審判の日
に動物たちは、土塊になれ、と言われるのである｡

79．引き抜く者章（アン・ナーズィアート)
マッカ啓示

本章の趣旨:
死と復活と召集と審判の描写による、復活と報いの否定
者への警告

説明:
1 不信仰者の魂を手荒く引き抜く天使たちにかけて、アッラーは誓われる｡
2 信者の魂をそっと引き出す天使たちにかけて、
3 アッラーの命令と共に天から地上になめらかに泳ぐ天使たちにかけて、
4 アッラーの命令を急いで実施する天使たちにかけて、
5 僕たちの行動の委任など、アッラーの命令を実施する天使たちにかけて、誓う｡それらすべてにかけて、人々が清算と応報のた

めに復活すると誓うのである｡
6 最初のラッパで大地が振動するその日、
7 次のラッパが続く｡
8 偽信者と不信仰者の心がその日は、恐れおののく。
9 屈辱の影響がかれらの目に露わである｡   
10 かれらは言う｡何と、われわれは復帰させられるのか、   
11 朽ち果てた骨になってしまったのに、われわれは復帰させられるのか｡   
12 かれらは言う｡復帰させられたら、われわれは大損だ｡   
13 しかし復活は簡単だ｡ただ天使の一吹きだけで、   
14 かれらは、死んでいた後に、地上に現れるのだ｡   
15 使徒よ、ムーサーとかれの主、そしてその敵であるフィルアウンの話は、あなたに届いたか｡   
16 至高なる主がトゥワーの清い谷に、かれ(ムーサー)を呼ばれた時を思い出すのだ｡

本諸節の功徳:
●アッラーを畏れることは、楽園に入る理由となる｡
●審判の恐怖は、正しい行為の原因となる｡
●不信仰者の魂を抜くのは、強く荒 し々い｡しかし信者のそれは、やさしく丁寧だ｡
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17 アッラーは言われた｡あなたはフィルアウンのところ
に行け｡実にかれは不正で傲慢だ｡

18 そしてかれに言ってやるがいい｡あなたは不信仰と罪
から清められたくないのか｡

19 わたしはあなたを、主のところに導こう｡そうすればあ
なたはアッラーを畏れ、その満悦を得る行いをし、不興を
買うことを回避することができるであろう｡

20 ムーサー(平安を)はそれからかれの最大の印であ
る、手と杖の、かれが使徒であることの証明をフィルアウ
ンに示した｡

21 だがかれはそれらの印を拒否して、ムーサーの指導
に従うことはなかった｡

22 ムーサー（アッラーの平安を）がもたらした信仰に背
き、アッラーに背き、真実に背反した。

23 フィルアウンは、ムーサーを圧倒するために、その民
を集めた。そして言った。

24 そして言った｡わたしはあなた方の最高の主である｡
だからほかの誰にも従わないように｡

25 そこでアッラーはかれを懲しめ、現世では海に沈め、
来世では最も厳しい懲罰に合わせられる｡

26 確かにフィルアウンに対する現世と来世の懲罰に
は、主を畏れる者への一つの教訓があり、その者たちが
訓戒から受益するのだ｡

27 拒否する人々よ、どちらが難しいと思うのか｡かれが
あなた方を創られたことか、あるいは天を建てられたこ
とか、

28 それをかれは高く掲げ、それから整えられた｡それに
はヒビや割れ、あるいは欠陥はない｡

29 日が沈めば夜を暗くなされ、また日が昇れば明るさを
現出される｡

30 天の創造後、大地を延べ広げ、そこに益を置かれた｡
31 そこから溢れる泉として水を、また家畜の食べるもの

として植物を現出させた｡
32 また山々を地上にしっかり据え付けられ、
33 それらをあなた方と家畜が享受するものとされた｡そ

れほどに創造した者に、あなた方を復活させられないわ
けはない｡

34 すべてを恐怖心で覆う、2回目のラッパが鳴ると、最後の審判が到来する｡
35 その日、人々は現世で行った善行と悪行を思い出す｡
36 また地獄の火は誰でも見えるように、持ち出される｡
37 その時、掟を破って、逸脱した者、
38 また永久の来世よりは、この世の生活を好んでいた者は、
39 間違いなく地獄の火が避難所となり住まいとなる｡
40 だが主のところに立つことを恐れた者、また禁じられた欲に対し心を抑えた者には、
41 間違いなく楽園が避難所となる｡
42 使徒よ、かれらは最後の審判について、何時到来するのかと、あなたに問う｡
43 あなたは知らないので、かれらに告げられない｡またあなたの責務としても不適当である、というのはそれへの準備があなたの

仕事だから｡
44 その終末のことは、あなたの主だけがご存知｡   
45 あなたは、それを畏れる者への警告者に過ぎない｡その者だけが受益するのだ｡   
46 かれらがそれを見る日、現世にいたのは、一夕か一朝に過ぎなかったように思えるのだ｡

本諸節の功徳:
●招いた人へは、言葉やさしくすること｡
●アッラーを恐れ、欲望を抑えることは、楽園入りの原因となる｡
●最後の日のことは、見えない世界のことであり、アッラーのみがご存知である｡
●天地創造の詳細は、アッラーが明かされること｡
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80．眉をひそめて章（アバサ)
マッカ啓示

本章の趣旨:
クルアーンの伝道と、それに受益する者の栄誉、そして
それに背く者の卑小さ

説明:
1 アッラーの使徒(アッラーの祝福と平安を)が眉をひそ

め、顔を背けた｡
2 盲人のアブドッラー・ビン・ウンム・マクトゥームが、導

きを求めてやって来たから｡それは預言者(アッラーの祝
福と平安を)が多神教徒たちの指導者を導こうとしてい
た時のことであった｡

3 使徒よ、この盲人は信仰して、その罪から清められる
かも知れないことを、あなたに何が教えてくれるのか｡

4 またはあなたからの諭しを聞いてそれを受け入れ
て、その教えはかれを益するかもしれないことを｡

5 だがあなたのもたらした教えに何も必要性を感じず
に、自分の財産で十分と思っている者に、

6 あなたは向かい、かれに関心を寄せている｡
7 かれが自らアッラーに悔い改めて清めなくても、あな

たに責めはないというのに｡
8 他方善を求めてあなたのところに、急いで頑張ってや

って来た者で、
9 主に対して畏敬の念を持っているのに、
10 あなたは指導者に気を取られて、かれを軽んじてしま

った｡
11 いや、いや、間違いなく、これは注意する人のための

諭しなのだ
12 誰でもアッラーを望む者がそれを学び、クルアーンに

あることに留意するのである｡
13 それは天使たちの下で、高貴な書巻にあり、
14 高い所に安置され、汚れを知らず清浄なもの、
15 それは、天使たちの間の使いたちの手にあり、   
16 かれらは主の下では誉れ高く、善行と服従行為を繰

り返す｡
17 不信仰な人は呪われろ、アッラーへの不信仰は何と根深いものか｡   
18 かれは何から、かれを創られたのか｡かれに地上で傲慢さを示す権利はなく、かれへの不信仰もあり得ない｡   
19 それは、一滴から｡そしてかれはかれを段階的に創造された｡   
20 これらの段階の後に、その胎内からのかれの道を容易にされ、   
21 やがてお決まりの時間を過ごせば、かれを死なせて墓場に埋め、復活の時を待つのだ｡   
22 それから御望みの時に、かれを清算と応報のために甦らす｡   
23 かれはアッラーのかれに対する諸権利をまっとうしたと思っているが、いや、かれの命令をその不信仰者は果さなかった｡   
24 不信仰の人間が口にする食物について考えさせよう｡   
25 天からの強く豊かな雨にすべては始まる｡   
26 次いで大地を切れ切れに裂いて、植物を芽生えさせる｡   
27 そこに成長させるものには、小麦やトウモロコシなどがある｡   
28 またブドウや新鮮な野菜も、それで家畜を養うこととなる｡   
29 オリーブやナツメヤシの木も、   
30 茂った庭園や樹木も、   
31 果物や家畜の牧草を｡   
32 あなた方とその家畜が享受するためだ｡  33 やがて復活の耳をつんざく大音響、つまり2回目の巨大な音がして、   34 人が自分

の兄弟から逃れる日、   35 自分の母や父や、   36 自分の妻や子供たちから逃れる｡   37 その日、心配で誰も自分のことで手一杯｡   
38 幸運な人々の顔は、その日輝き、   39 アッラーの恵みで準備されたもののために、かれらは笑い、かつ喜ぶ｡   40 だが惨めな者

たちの顔は、その日、埃にまみれる｡

本諸節の功徳:
●アブドッラー・ビン・ウンム・マクトゥームのことでアッラーが預言者を戒められたということは、クルアーンはアッラーからのもの
であることを証明する｡
●知識と導きを求める人々には、留意すること｡
●審判の日は厳しいもので、自分自身以外については気に留めなくなる｡預言者たちさえも言う、自分のことを、自分のことを、と｡
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41 暗黒が顔を覆う｡
42 これらの者こそ、不信心な者で、背いてきた者たちで

ある｡

81．巻き上げる章（アッ・タクウィール)
マッカ啓示

本章の趣旨:
堅固であった天地がバラバラになる復活の日の描写

説明:
1 太陽が集められて、その光が消える時、
2 星々が次 と々落ちて、その光が消える時、
3 山々がその位置より動かされる時、
4 かれらにとって最も貴重な財産である、妊娠して10ヵ

月の雌駱駝が放棄される時、
5 様々な野獣が人間と共に集められる時、
6 大洋が点火されて、火になる時、
7 罪人は罪人と、信者は信者という風に、似た者どうし

が一緒になる時、
8 生き埋めにされた女児が、
9 どんな罪で殺されたかと問われる時、
10 人の諸行が記されている天の書巻が、開かれて、誰も

がその人の記録を読める時、
11 羊の皮が剥がれるように、天が剥ぎ取られる時、
12 そして地獄が炎を上げる時、
13 楽園が主を畏れる人に近付く時、
14 その時魂は、行ったそのすべての所業を知る｡
15 われは誓う、隠れる諸星に｡それらはいずれ現れる｡
16 それらは軌道を走り、そして暁と共に身を隠すもの｡

それは、自分の住みかに戻るガゼルのようなもの｡
17 訪れる夜の初めと、明ける前の夜の最後にかけて、
18 光を放つ暁にかけて｡
19 確かにクルアーンは、信頼される天使ジブリール(平

安を)にアッラーが託されて、ムハンマド(アッラーの祝福と平安を)に下された啓示の言葉｡
20 (ジブリールは)力があり、玉座の至高の主の御前で座につき、
21 天でその住民に従われ、そして信頼されて啓示を運ぶ｡　
22 あなた方の伴侶ムハンマド(アッラーの祝福と平安あれ)は、その知性、信頼度、誠実さは知られた所で、かれは気違いではない｡
23 あなた方の伴侶は、明るい地平線上に、あのジブリールを創造された姿で見た｡
24 あなた方の伴侶は、啓示を出し惜しまない｡また占い師のように、報酬は求めない｡
25 クルアーンは、アッラーの慈悲から追放された悪魔の言葉でもない｡
26 それほど多くの証拠があるのに、あなた方は、それはアッラーからのものであることを拒否して、どの道を行くのか｡
27 このクルアーンは、人間とジンに向けた訓戒であり、教説に他ならない｡
28 それはあなた方の中、誰でも真実の道を歩みたいと望む者のためのもの｡
29 だが全存在の主、アッラーが御望みでない限り、あなた方は正しくあることや、その他何であれ、それを望むことも出来ない｡

本諸節の功徳:
●善行と悪行で、似た者同士が集められること｡
●生き埋めにされた女児が、生き埋めにした者について問われる、審判の日の重大さ｡
●僕の意思は、アッラーの意思に従うこと｡
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82．裂ける章（アル・インフィタール)
マッカ啓示

本章の趣旨:
秩序だった創造の崩壊と、その状態や進路の変容によ
る、審判の日の描写

説明:
1 天使たちが降りて来るために、天が分裂する時、
2 星々が次々落ちて来て、散らされる時、
3 大洋が互いに開かれて、そして混ざり合い、
4 土が掘り返されて、復活のため墓場が暴かれる時、
5 それぞれの魂は、既にしたことと、後にし残したことを

知る｡
6 人間よ、猶予を与えられ懲罰を急がれなかったのは主

の恵みであったが、それなのに何があなたを主から惑わ
せ、その命令を拒否させたのか｡

7 かれはあなたを無から創造し、形を与え、四肢の均整
を取り、

8 どのような形態であれ、かれの御心のままにあなたを
創造された｡あなたに恵みとして、ロバ、猿、あるいは犬
の姿には造られなかったのだ｡

9 欺かれた者たちよ、事はあなた方が思っている通りで
はない。あなた方は報いの日を嘘であると言って、その
ために努めていない｡

10 実際のところ、あなた方の上にはその行動を記録する
天使たちがいて、

11 かれらはアッラーの元で高貴な記録者として、
12 あなた方の所行を知って、あなた方の行動を記すの

だ｡
13 審判の日、善行と服従に満ちた敬虔な者は、永遠の安

楽の中にいる｡
14 不正な者は、その上で燃える火の中にいて、
15 審判の日、かれらはそこで熱にうなされ、   
16 そこから、逃れられない。永遠に居るのだ｡
17 使徒よ、審判の日が何であるかを、あなたに教えるの

は何か｡   
18 一体、審判の日が何であるのかを、あなたに教えるのは何か｡   
19 その日、どの魂も他の魂のために役立つものではない｡その日、命令は、アッラー次第、好きなようにされる｡そうするのは、かれ

以外にはいないのである｡

83．量を減らす者章（アル・ムタッフィフィーン)
マッカ啓示

本章の趣旨:
量を減らす者たちや嘘つき呼ばわりする者たちへの警告と、抑圧された信仰者たちへの慰安をしつつ、精算と来世での行き先に
おける人々の状態を説明する

説明:
1 量を減らす者に、破滅と損失あれ｡   
2 かれらは人から計量して受け取る時は、目一杯に取り、   
3 相手のものの計測や重量のときは、損させる｡これは預言者(アッラーの祝福と平安を)が移住した当時に、マディーナの人々の

していたことであった｡  
4 こういうことをする人々は、アッラーの前で復活させられることを知らないのか｡

本諸節の功徳:
●真実に従わなくさせる自信過剰に対する警告｡
●強欲は商売人の悪徳｡アッラーを畏れる人しかそこから安泰ではない｡
●審判の恐怖を想起することは、最も罪から遠ざけてくれるものの１つである｡
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5 試練もあり畏怖もある、偉大なる日の清算と報いに、
6 その日、人間は全存在の主の御前に、清算のために

立つ｡
7 いや、死の後に復活はないと考えていたのは、そうで

はないのだ｡不信仰者と偽信者ら背く者の悪行録は、大
地の一番下での損失となる｡

8 このスイッジーン(悪行録)が何かを、あなたに理解さ
せるものは何か｡

9 それは書き留められ、消失せず、増減もない｡
10 破滅と損失があるように、その日、嘘であると言ってき

た者たちよ、
11 現世の行動の総決算である審判の日を、嘘であると

言ってきた者たち｡
12 誰も拒否できないこの日だが、これを嘘であると言っ

てきた者は、罪ある違法者に他ならない｡
13 使徒に下されたわれらの印が読誦された時、かれ(違

法者)は、昔の物語だと言った｡
14 いや、そうではない、かれらの取ってきた罪の行状

が、その心を支配し、覆ってしまって、従ってその心で真実
を見たことがないのだ｡

15 いや、まさにかれらは、その日、主に対して覆われて、
かれを見ることはない｡

16 次にかれらは、地獄で焼かれ、灼熱に苦しむ｡
17 審判の日、そこで彼らは非難されて、預言者が告げた

にもかかわらず、これが、あなた方が嘘であると言ってき
たことだと告げられる｡　　　

18 いや、清算がないなどと考えていたのは違うのだ｡敬
虔な者の記録は、イッリーユーン(善行録)の中にある｡

19 イッリーユーンが何であるかを、あなたに教えるもの
は何か｡

20 それは書き留められ、消失せず、増減もない｡
21 それぞれの天において、側近の天使たちがそれを立

証する｡
22 審判の日、敬虔な者は、必ず安楽の中におり、
23 かれらは飾られた寝床の上から主を見つつ、素晴らし

く目に快適なものを見渡す｡
24 あなたはかれらの顔に享楽の表れと、その美しさや素晴らしさを見る｡
25 かれらには召使たちから、封印された器の飲料が出される｡
26 それは最後の一滴まで香りを出す麝香(じゃこう)｡この素晴らしい褒美を求めることにこそ競争する者に、競争させよ｡そのため

には、アッラーの喜ばれることをして、嫌がられることはするのではない｡
27 それにはタスニームの泉の水が混ぜられる｡
28 それは天国でも一番高いところにあるもので、アッラーに近い者たちは、そのタスニームの泉から純粋なまま飲むが、それ以外

の信者は他のものと混ぜて飲む｡
29 罪ある不信仰者たちは、信仰する者を笑い飛ばしていた｡
30 そしてかれらが信者たちの傍を過ぎると、不信仰者は互いに目をやり、馬鹿にして楽しんでいた｡
31 家族のところへ帰ると、不信仰なことで楽しみ、また信者のことを笑い草にした｡
32 かれらはかれらムスリムを見かけると、これらの者は真実の道から迷っていると言った｡というのは、かれらの先祖の教えを放棄

したからである｡
33 だがかれらを信者の監視者としてそのように言うために、アッラーはかれらを遣わされたのではない｡

本諸節の功徳:
●罪の心に対する危険性｡
●審判の日、不信仰者は主を見ることができない｡
●信者を馬鹿にするのは、不信仰者の特徴の一つである｡
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34 審判の日には、信仰する者が不信仰者たちを笑うの
は、現世で不信仰者が信仰する者たちを笑っていたよう
なものである｡

35 かれらは飾られた寝床から、アッラーが準備された永
久の恵みを見渡している｡

36 (そして言う)不信仰者たちは、現世での行いの報いと
して恥ずべき懲罰を受けたのだ｡

84．割れる章（アル・インシカーク)
マッカ啓示

本章の趣旨:
全存在が服従に徹し、不信仰を否定しつつ、主の命令に
対して従順に従う審判の日の描写

説明:
1 天使たちが降りるために、天が割れて、
2 主の命を聞き、それに従う時、
3 皮革のようにアッラーにより大地が広げられ、
4 その中の宝物や死者がすっかり投げ出されて、
5 主の命を聞き、それに従う時｡
6 おお人間よ、確かにあなたは善と悪を行い、そのこと

について審判の日に主の御裁きが下るのだ｡
7 その時右手にその書を渡される者は、
8 その計算は、行いに対する責めを問われることなく容

易に行われ、
9 喜んで自分の家族のところに帰る｡
10 だが左手や背後から書を渡される者は、
11 破滅を叫び求めながら、
12 燃える炎で焼かれる｡
13 かれは自分の家族とともに、現世では不信仰と罪の諸

行に嬉 と々して暮らしていた｡
14 かれは死の後に、生に帰らないと思っていた｡

15 いやいや、アッラーは最初の創造のように、蘇生させるのだ｡それどころか、主はいつもかれをお見通し｡すべてを見ていて、応
報されるのだ｡

16 そこでわれは、落日の夕映えにかけて誓う｡
17 夜と、それが包むものにかけて、
18 また集まっては満ちる月にかけて｡
19 人 よ々、あなた方は、必ず一滴から凝血へ、そして肉塊、それから生命、死、復活と、一段階から次の段階に登る｡
20 それでも、かれらがアッラーと最後の日を信じないのはどういう訳か｡
21 クルアーンがかれらに読唱されても、かれらが頭を下げてひれ伏そうとしないのは、どういう訳か｡
22 いやそれどころか、不信仰者は預言者たちがもたらしたものを拒否する｡
23 だがアッラーは、かれらが胸に秘めることを熟知し、かれらの行動で知られないものはない｡
24 使徒よ、言え、あなた方を厳しい罰が待っていると｡

本諸節の功徳:
●天と地は、主に服従する｡
●誰でも、善か悪に努めるもの｡
●審判の日の幸福の印は、右手で書を受け取ること｡不幸の印は、それを左手で受け取ること｡
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25 しかし、信仰して善行に努める者は別であり、かれら
には絶えることのない報奨がある｡それが楽園なのだ｡

85．星座章（アル・ブルージュ)
マッカ啓示

本章の趣旨:
アッラーの力と完全な知識の明示と、信仰者たちに災い
を待ちわびる者たちへの厳しい罰の警告

説明:
1 アッラーは、太陽、月などの居場所である天にかけて

誓う｡
2 全被造物を集めると約束された審判の日にかけて、
3 アッラーが誓うのは、すべての証言するものに対して

である。つまり人々の証人である預言者、それからすべ
ての証言されるもの、つまり預言者の証人である人々な
ど、にかけてである。

4 大きな堀を掘った者たちは呪われる｡
5 かれらは火に薪をくべて、信仰者たちを生きたまま放

りこんだ｡
6 かれらはそこに座り、燃える様子を見ていた｡
7 かれらは信仰者たちに対して行った迫害について、

自ら証言する｡
8 かれら信仰者を殺害したのは、かれらが偉力大で讃

美されるべきアッラーを信仰していたからに他ならない｡
9 かれに、諸天と地の大権は属している｡アッラーはす

べてのことを知り、僕のすることをかれに隠すことはでき
ない｡　

10 アッラーだけを信仰する男女を火炎で迫害しておい
て、その罪について改心しなかった者には、審判の日に
は地獄の懲罰があり、また火の苦痛がある｡それは信者
を火で焼いた報いである｡

11 信仰して善行に励んだ者には、川が下を流れる楽園がある｡これは比較することのできないほどの、偉大な勝利だ｡
12 使徒よ、真に悪行の人々に対するあなたの主の襲撃は、一時の猶予はあるとしても、厳しいものだ｡
13 かれこそは創造され、懲罰を与えられ、またそれを繰り返すお方｡
14 かれは、悔い改める人をよく赦され、敬虔な信奉者たちを愛される｡
15 栄光の玉座の持ち主｡
16 かれは御望みの者を赦し、あるいは罰するなど、考え通りにされる方｡かれには何も強制することはできない｡かれに称賛あれ｡
17 使徒よ、戦闘用意をして真実への障害となる軍勢の話が、あなたに届いたか？
18 フィルアウンと預言者サーリフ(平安あれ)の遣わされたサムードの民｡
19 これらの人々が信仰の障害となるのは、信仰を拒否した民が崩壊させられた話が届かなかったからではない｡そうではなく、俗

欲のために預言者たちがもたらしたものを拒否しているのである｡
20 アッラーは、かれらをとり囲んで、かれらの行動を記録される｡見落とすものはなく、その行いに報いを与えられる｡
21 いや、クルアーンは、それを拒否する人々が言うような詩でもなければ、サジャウ(古代の韻律詩)でもない｡それは高貴な、クル

アーンなのである｡
22 改ざん、歪曲、あるいはいかなる増減からも守られた板に銘記されている｡

本諸節の功徳:
●信者は信仰の大小に応じて試される｡
●身体の安全よりも信仰の安全を優先することは、審判において救済される兆候の一つである｡
●改心することは、条件を満たしていれば、過去の罪を帳消ししてくれる｡
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86．夜訪れるもの章（アッ・ターリク)
マッカ啓示

本章の趣旨:
アッラーの偉大な力と人間に対する完全なる監視
説明:

1 アッラーは天と夜訪れる星にかけて誓った｡
2 使徒よ、この偉大な星をあなたに知らせるものは何

か｡
3 天を貫く閃光を発する星｡   
4 すべての人間は、アッラーから託された天使によっ

て、審判の日の精算のためにその行いを記録される｡   
5 人間は、何から創られたかを考えてみよ｡アッラーの

力と人のそれとの差が明らかになる｡   
6 かれは子宮へと注がれる、噴出する水から創られる｡
7 それは、脊髄と肋骨の間から出てくる｡   
8 確かにかれは卑しい水から創造されたので、死後もそ

れを清算と応報のために、再び生きた形で復活させるこ
とが可能なのだ｡

9 その日、隠されたことが裁かれ、意図、信仰など心の
中のものも暴露され、正しい人は誤った人と区別される｡

10 人間には懲罰から救う力もなく、誰の助けもない｡
11 繰り返し雨を降らせる天にかけて、   
12 植物、果実、樹木などが裂け目から出てくる大地にか

けて｡   
13 間違いなく、ムハンマド(アッラーの祝福と平安を)に

啓示されたこのクルアーンは、真実と虚偽、正直さと欺瞞
を区別する言葉である｡   

14 それは戯れや過ちではなく、真剣さであり、真理であ
る｡   

15 確かにかれらは、預言者のもたらしたものを受け入れ
ず、陰謀を企んで拒否し、隠蔽しようとする｡

16 われもまた、教えの勝利と虚偽の否認のために企む｡   
17 使徒よ、だから不信仰者たちにしばし時間を与えるが

よい｡少し猶予を与えて、かれらの懲罰や破壊を急ぐの
ではない｡

87．至高者章（アル・アアラー)
マッカ啓示

本章の趣旨:
心に至高者からの恵みを想起させ、来世と結びつかせ、現世の雑事からは離れさせること

説明:
1 あなたの主、至高のお方があらゆる被造物より超越されていることを称え、その御名を唱え、崇拝せよ｡   
2 かれは人間を創造し、素晴らしい姿に整えられ、均整よくされた｡   
3 またかれはすべての被造物に属性、種類、特性などを定められ、適切で妥当なところへ導かれる｡   
4 牧場に家畜の食べる緑を出されるお方｡   
5 緑で新鮮なものから、それを浅黒い枯れた屑にされる｡   
6 使徒よ、われらは、あなたにクルアーンを教え、それを忘れないように胸に集めよう｡だから、忘れないようにと読誦でジブリール

と競り合おうとしないように｡   
7 アッラーが御望みにならない限り、あなたは忘れない｡アッラーに称賛あれ、かれは、表われたものと隠れたものを知っておられ

る｡何もかれに秘匿されるものはない｡   
8 われらは、アッラーを喜ばせ、あなたを楽園に入らせる行動を、あなたに容易にするだろう｡   
9 だから下したクルアーンで人々を諭すのだ｡諭しが耳に入っている限り、かれらに説き続けよ｡
10 主を畏れる者は、諭しに注意を払うだろう｡なぜならば、その人は諭しから受益するからである｡

本諸節の功徳:
●天使たちは人の善も悪も記録して、清算の対象とする｡
●至高なるアッラーの企みと比べると、不信仰者の企みの脆弱であること｡
●アッラーを恐れることは、その訓戒に従う原因となる｡
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11 だが不信仰者が諭しを避けようとするのは、かれが最
も邪悪な者で、来世では地獄の火に入ることになるから｡

12 かれは来世で最大の炎に苦しみ、その暑さを永久に
味わうこととなる｡

13 その中で、懲罰から釈放されず、死にもせず、栄誉あ
るよい生き方もしない｡　　　　　　　　　　　　

14 だが偶像と罪から自ら清めた者は、目標達成である｡
15 それは、かれの主の御名を唱え、命じられたように礼

拝を守る者｡
16 しかしあなた方は、来世と大きな違いがあるのに、現

世の生活を好む｡
17 来世はもっと良く、楽しく快適で、その恵みは絶えない

ので、永遠なものであるのに｡
18 これらの教えや話は、確かにあなた以前の昔の啓典

にある。
19 それらは、イブラーヒームやムーサー(両名に平安を)

の啓典である｡

88．覆いかぶさるもの章（アル・ガーシヤ)
マッカ啓示

本章の趣旨:
来世の報奨と懲罰におけるアッラーの力を想起させ、
心に希望と恐怖を植えつけるべく、幾多の証拠を提示す
ること

説明:
1 使徒よ、恐怖で人々を覆う審判の日の話は、あなたに

達したか｡
2 その日、人々は惨めか、あるいは幸運な顔をしている｡

惨めな顔は、侮辱され、うなだれている｡
3 引っ張る鎖と繋がれる首枷によって、その顔は疲れ、

精力尽きている｡
4 それらの顔は燃えさかる火で焼かれ、
5 熱湯の湧き水から飲まされる｡
6 かれらには乾くと毒を持つ、シブリクと呼ばれる最悪で強烈な臭いを放つ食物以外はない｡
7 それでは栄養にもならず、飢えも癒(いや)せない｡   
8 その日、幸運な者たちの顔は和(なご)やかで、幸せそうで、それはかれらが授かる恵みのためである｡   
9 現世での努力から受ける、報奨の大きさで喜悦に満ち、   
10 高い位置に置かれた楽園の中で、   
11 虚偽や無駄口などは聞かれない｡ましてや、禁じられた言葉は｡   
12 楽園には、かれらが望む通りの方向に流れ出る泉があり、   
13 高く上げられた寝床があり、   
14 杯が備えられ、   
15 肘かけが整然と並べられ、   
16 敷物があちらこちらに、広げられている。   

　来世での幸福な者たちと不幸な者たちの違いを明らかにしてから、アッラーは、その力の偉大さと創造美を不信仰者に示し、か
れらが幸福な者となって楽園に入るための信仰の証拠として、こう言われる｡

17 アッラーがラクダをどのように創造されたかを、またどうやってそれを人間に従わせたのかを考えないのか｡   
18 また天がどうやって高く掲げられ、かれらの上に落ちないようにされたのか、   
19 また山々がどうやって据え付けられたのか、それで大地をしっかりさせ、人々をぐらつかせないのかを｡   
20 また大地がどうやって広げられ、人々の住まいに適切にされたのかを｡   
21 アッラーはその力を人々に示されてから、預言者に言われた｡使徒よ、諭し、来るべき懲罰で戒めよ｡あなたは一人の説諭者に他

ならない｡人々を導くのは、アッラーの仕事である｡   
22 あなたはかれらを支配し、信仰させることはできないのだ｡

本諸節の功徳:
●心の表裏の汚れを清める重要性｡
●創造主の存在とその偉大さを、被造物で証拠立てること｡
●布教師の責務は、人々を導くことではない｡それはアッラーの手中にある｡
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23 だが誰でも、背を向けて信仰を拒否し、アッラーと預言
者から去るなら、

24 アッラーは、審判の日に地獄の火に永遠に入れて、最
大の罰で苦しめる｡

25 確かにわれらのところだけに、死後かれらは戻って来
る｡

26 そしてわれらだけが、かれらの行動を清算する｡それ
はあなたやあなた以外の者のすることではない｡

89．暁章（アル・ファジュル)
マッカ啓示

本章の趣旨:
世界と人間の状況におけるアッラーの偉大さと力、そし
て思い上がった者たちの結末を提示する

説明:
1 崇高なるアッラーは暁にかけて誓う｡
2 巡礼月初めの10の夜にかけて、
3 物事の内、一組になったものと単一のものにかけて、
4 到来し、続き、去り行く夜にかけて｡あなた方の行い

は、必ずや報われる。
5 これらの中に、理知的な者が受益する誓いがあるの

ではないか｡
6 使徒よ、あなたはアッラーが、アードの民をどのように

処分されたかを考えないのか｡かれらはフードが遣わさ
れた人々で、預言者を拒否した｡

7 イラムという先祖に遡る、背の高いアードの部族｡
8 そのような者たちは、どの国においても創られたこと

はなかった｡
9 また谷間の岩を彫ったサーリフの民であるサムード、

かれらは山の岩を掘りぬいて、そこを住居としていた｡
10 杭の持ち主といわれるフィルアウン｡それで人々を罰

していたが、アッラーはかれをどうされたのか｡
11 これらは、その国における圧政と横暴の者たちで、自分の土地で違法行為をした｡
12 それらの地に不信仰と罪を広め、腐敗を広めた｡
13 それであなたの主は、苦痛の鞭をかれらに浴びせられ、地上から抹消された｡
14 使徒よ、真にあなたの主は、僕の行動をすべて観察されて、善行をなす者にはそれでもって楽園の報いをされる｡悪行をする者

には、地獄の火がある｡
15 アッラーが破滅させられた民族は、力と権勢を与えられていたが、しかしそれはアッラーがかれらに満悦されていたわけではな

い｡アッラーは言われる｡さて人間は、富と名誉と子孫の御恵みを与えられることによって、アッラーから試されると、かれがそうなっ
たのは自分がアッラーから見て、高貴であるからだと考える｡そして主がわたしに御恵みを与えられたのは、わたしがそれにふさわ
しいからだと言う｡   

16 だがかれを試み、御恵みを減らされると、これは主がわたしを軽く見られているからだと言う｡わたしを蔑んでいるのだと｡   
17 断じてそうではない｡恵まれた者はアッラーの目に好ましく、惨めな者はアッラーの目に無意味だというのではない｡いや、実際

は、あなた方はアッラーからの糧にも拘らず、孤児に何も与えていないではないか｡   
18 また何も食べるもののないような貧者を食べさせるよう、互いに勧めていない｡   
19 そしてあなた方は弱者や、婦人や孤児の権利をひどくむさぼっており、それが許されているかどうかなど気にしていない｡   
20 むやみやたらに財産を愛してアッラーの道に支出するのをけちっているが、それはあなた方の強欲のためである｡   
21 あなた方の行いが、そのようであっては断じていけない｡大地が徹底的に動かされて、揺さぶられる時、   
22 使徒よ、主は僕の間を裁くため、列なす天使と共にお出ましになる｡

本諸節の功徳:
●巡礼月初めの10夜は、他の日 よ々りも功徳が大きい｡
●審判の日にアッラーが到来することが、擬人化、比喩的解釈、属性拒否なしに、かれに相応しい形で実現することの確証｡
●信仰者は試練を受ければ忍耐し、恵みを受ければ感謝する。
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23 またその日、7万本の手綱をそれぞれ7万人の天使が
引っ張って地獄が運ばれて来るので、その日人間は、ア
ッラーの諸権利に対して到らなかったことを反省するだ
ろう｡しかし反省しても、かれに何も役立たない｡それは
報いの日であり、行いの日ではないから｡

24 かれは、酷く後悔して言う｡ああ、わたしの来世での本
当の生のために、善行を前もってしておけばよかったの
にと｡

25 その日、アッラーは、他の誰もできないほどの罰を与
える｡

26 また誰もできないほどに、不信仰者を鉄の鎖で縛りつ
ける｡

27 不信仰者の報いの後に、信仰者の応報が描写される｡
その死の日と審判の日に信仰者には言われる｡おお、信
仰と善行に満ちた魂よ、

28 あなたは主に帰るがよい｡豊かな報奨で喜悦し、また
称賛される主は、あなたの善行に満悦されている｡

29 あなたは、われに敬虔に従う僕たちの中に入れ｡
30 あなたは、かれらと共に、われが準備した楽園に入る

がよい｡

90．町章（アル・バラド)
マッカ啓示

本章の趣旨:
現世と来世における、不信仰と罰の苦難、慈悲と信仰の
成功といった、人間の状況を説明する。

説明:
1 われは、このマッカの町にかけて誓う｡
2 使徒よ、あなたはマッカ征服の日には、何をするのも

許される｡そうするのが妥当であれば、死刑から捕虜に
取ることまで｡

3 人類の親とその子孫にかけて、
4 確かにわれらは人間を、苦難(カバド)の中に創った

が、それはこの世で艱難辛苦に見舞われるからである｡
5 人は罪を犯しても、誰からも何もされないと考えるのか｡あるいは報復もないし、それが創造された主であっても、そうだと考える

のか｡
6 かれは大変な財産を消費したと言う｡
7 しかしこの金持ち面は、アッラーがかれを見ていないと考えるのか｡またどうやってそれを得て、どこでそれを支出したか、アッラ

ーが計算に入れられないと考えるのか｡
8 われらは、かれのために両目を創ったのではないか、
9 また一つの舌と二つの唇を話すために｡
10 また善と悪の二つの道をかれに示したではないか。
11 かれは、楽園の前に立ちはだかる険しい道を渡るように求められている｡
12 使徒よ、かれが楽園に入るために渡らなければならない険しい道がどんなものかを、あなたに教えるのは何か｡
13 それは、男または女の奴隷を解放し、
14 または飢えの日には食物を提供し、   
15 その人の近親である父親を失った孤児を、  
16 または、何も持たない貧者を(助けること)｡   
17 それから信仰する者になって、互いに服従に堅固であり罪を控えるよう勧め合い、苦難には忍耐強く、アッラーの僕に対して

は、互いに慈愛を勧め合う人になることが必要である｡   
18 これらは右手の者たちである｡

本諸節の功徳:
●奴隷解放、貧者への施し、アッラーの信仰、忍耐と慈悲で勧め合うこと、これらは楽園入りの原因となる｡
●マッカの町で、日中、預言者が何をしても許されるようになると告げられているのは、かれの預言者性の印でもある｡
●アッラーは奴隷が発生する原因を制限し、解放を勧められた｡奴隷解放を、アッラーへのお近づきとしての行いや、賠償などの手
段とされた｡
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19 だが預言者に下されたわれらの印を信じないのは、
左手の者たちである｡

20 審判の日には、かれらの上に懲罰の地獄の火が覆う
こととなる｡

91．太陽章（アッ・シャムス)
マッカ啓示

本章の趣旨:
自然や人間とその状態の内にあるアッラーの印を明ら
かにすることで、心の浄化と罪への戒めとする

説明:
1 アッラーは誓う、太陽と、それが東から昇って高くなる

時間にかけて、   
2 日没に続く月にかけて、
3 太陽の輝きで地上のすべてを現わす昼にかけて、
4 それを包み隠す夜にかけて、   
5 天空とその完璧な創造にかけて、   
6 大地とそれを広げて人々が住めるようにしたお方に

かけて、   
7 魂とそれを形成したお方にかけて、   
8 何が回避すべき悪か、そして何が行うべき善かを、教

えなくても理解するようにされた｡   
9 実際、美徳を身につけ、悪徳から逃れることで魂を清

める者は確かに成功する｡   
10 魂を罪と不服従に埋もれさせる人は滅びる｡   
11 魂を罪と不服従に埋もれさせて滅んだ人のことを語

った後で、アッラーは、サムードの民をその実例として挙
げられる｡サムードは、罪と不服従で則を越えて、預言者
サーリフを嘘付きだとした｡   

12 かれらの中の最も性悪な者が使徒に対抗するために
選ばれた時、   

13 アッラーの使徒サーリフ(平安を)はかれらに、これは
アッラーの雌ラクダだから、飲み水を取らせてやって、そ

れに悪さをしないようにと言った｡   14 だがかれらは使徒を嘘付きとして、仲間の合意も得てからその男は、ラクダの足の腱を切っ
た｡そこでアッラーはその罪のために、かれらをまとめて滅ぼし、全員同様に懲罰された｡   15 かれはこういう罰の報い方を、何の
非難も恐れずにされる｡アッラーに称賛あれ｡

92．夜章（アッ・ライル)
マッカ啓示

本章の趣旨:
信仰者と不信仰者の優劣の差を明確にすべく、アッラーの印と人間とその行いの違いを示す

説明:
1 アッラーは誓う｡天地とその間のすべてを暗さで覆い隠す夜にかけて、   
2 明るく見えるようになる昼にかけて、  
3 雌雄を創造されたことにかけて｡   
4 人 よ々、あなた方の尽力は、実に多様で、楽園に入る理由となる善行と、地獄行きの理由となる悪行がある｡   
5 義務的な施し(ザカー)、拠出や償いを行い、他方、アッラーの禁止事項から自重し、   6 またアッラーが約束されたものを真実と

考える者には、   7 善行をして施しをするという、われらの道を進むのを容易にする｡   8 他方自分の財産だけで十分とし、アッラ
ーを必要と考えず、またその恵みをお願いすることもなく、必要な施しをしないようなけちで、   9 アッラーの報奨の約束や、アッラ
ーの道における施しの報いを拒否する者は、

本諸節の功徳:
●心を清め浄化する重要性｡
●背信の協力者は罪の同犯者である｡
●罪は現世の懲罰の原因となる｡
●全ての者は、創造によって宿命づけられた行いへと指向する。それゆえに従順なものもいれば、反逆的なものもいる｡
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10 われらはかれの悪行を容易にし、善行を難しくす
る｡   11 かれが死に、地獄行きとなる時には、けちってき
た財産は何の役にも立たない｡   12 確かにわれらの責
任で、真実の道と虚偽の道を明らかにしなければならな
い｡   13 また確かに、来世も現世も、われらのもの｡それ
はわれらに専属であり、われらが望みどおりに司る｡  

14 だからわれは燃え盛る火について、あなた方に警告
した｡   15 最も邪悪な者、つまり不信仰者しか、それで焼
かれることはない｡   16 それは使徒(アッラーの祝福と平
安を)のもたらすものを嘘であるとして、アッラーの命令
実行を拒んだ者なのだ｡   17 だが最もアッラーを畏れる
者、アブー・バクルのような者はそれから遠ざかる。   18

その人は、その財産を正しく施すことで、自らを清める｡   
19 かれは誰に対する施しでも、見返りのためではなく、   
20 ただ至高の主の満悦を、請い願うだけである。   21

やがてかれは、間違いなく満悦し、潤沢な報奨を与える
だろう｡

93．朝章（アッ・ドハー)
マッカ啓示

本章の趣旨:
預言者（アッラーの祝福と平安を）への慰安と信仰者た
ちへの訓戒として、アッラーがかれへの啓示という恩恵
を授け、その面倒を徹頭徹尾、見られること。

説明:
1 アッラーは誓う｡朝にかけて、   2 暗くなり人 も々静ま

る夜にかけて｡   3 使徒よ、主はあなた(ムハンマド)を
見捨てられないし、また嫌われてもおられない｡啓示が
休止すると、多神教徒たちはそのように言いだすのだ｡   

4 いつも豊富な糧が永遠にある来世は、あなたにとって
現世より、もっと良い住まいである｡   5 やがて主はあな
たとその民に、多くを授けられて、あなた方は満足するに違いない｡   6 かれはあなたを、父親が死んだ孤児として見出だされ、祖
父のアブドル・ムッタリブ、次いで伯父のアブー・タリブの庇護の下に置かれたではないか｡   7 かれは、あなたが啓示も信仰も知
らずに、さ迷っているのを見付けて、それらを教えられたではないか｡   8 またあなたが貧しいのを見付けて、自立できるようにさ
れたではないか｡   9 だから幼いころに父親を失った孤児を虐(しいた)げてはならない｡   10 また請う者を拒否してはならない｡   

11 そしてあなたの主の恩恵についてこそ、感謝し、語るのだ｡

94．胸を広げる章（アッ・シャルフ)
マッカ啓示

本章の趣旨:
苦難や悩み、そしてその原因を除去することによる、預言者に対するアッラーの恩恵の描写

説明:
1 アッラーは、あなた（ムハンマド）の胸を安堵させ、啓示を受けやすくしたのではないか。
2 あなたから罪を除去したのではないか。

本諸節の功徳:
●預言者(アッラーの祝福と平安を)のアッラーに於ける地位は、際立っている｡
●恵みに対する感謝は、アッラーの僕に対する権利である｡
●弱者への慈悲は当然で、かれらには親切でもなければならない｡
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3 それは、あなたの背中に骨が折れんばかりに押し付
けられていた｡   4 またわれらは、あなたの評判を高め
たのではないか｡そうしてあなたの名前は、礼拝の呼び
掛けや礼拝開始の成句に入ったのだ｡   5 だから苦や
厳しさがあれば、楽や易しさがあり、   6 確かに苦や厳
しさがあれば、楽や易しさがあるということを十分知るな
らば、あなたは人々の邪魔立てを恐れることもなく、また
アッラーへの呼びかけを止めることもない。

7 それで仕事を終えたら、主への崇拝に励め｡
8 そして、あなたの願望と目的をアッラーのみに向かわ

せるのだ｡

95．無花果章（アッ・ティーン)
マッカ啓示

本章の趣旨:
人間の価値と栄誉は宗教にあり、その凋落と頽廃はそれ
を失うことにある。

説明:
1 アッラーは誓う｡無花果とオリーブ、そしてそれらが育

つ、イーサー(平安を)が使徒として遣わされたパレスチ
ナにかけて｡ 2 シナイ山にかけて｡そこでアッラーはム
ーサー(平安を)に親しく話された｡   

3 また入る人なら誰にでも安全を保障する、この禁忌の
あるマッカの町にかけて｡ムハンマド(アッラーの祝福と
平安を)はそこに遣わされた｡   4 確かにわれらは、人間
を最も均整がとれて、素晴らしい姿に創った｡　 5 それ
からわれらは現世では、かれを老齢と高齢者の子供っぽ
さに戻した｡その身体からは最早受益しないのは、その
天性を腐敗させ地獄行きとなる時と同様である｡   

6 ただし信仰して善行に努める者は別であり、年齢は
増えるが、かれらに対しては尽きない報奨がある｡それ
が楽園である｡かれらはその天性を純粋に保っていた｡   

7 人々よ、ところが、最後の日について、アッラーの力を
たくさん見たというのに、おまえ(ムハンマド)が嘘をつ

いていると、何が言わせるのか｡ 8 アッラーは報いのための審判の日を設けた、最高に公正な審判者ではないのか｡もしアッラー
が、善行者にはその善行について、悪行者にはその悪行について、審判して報いもせず、僕たちを放ったらかしにしておくとすれ
ば、そんなことは理解できるだろうか｡

96．凝血章（アル・アラク)
マッカ啓示

本章の趣旨:
主への服従と愛着をもたらす知識と啓示による人間の高尚さと、そうではない者の欠落の多さ

説明:
1 使徒よ、アッラーの啓示を読め、創造されるあなたの主の御名において｡   2 かれは一滴の精液、そして一つの凝血から、人間を

創られた｡   3 読め、あなたの主は最も親切で、他の誰の親切さもそれには遠く、気前良さと善の至高なお方｡   4 かれは筆によっ
て、書くことと、啓示を教えられた｡   5 人間が知らないことを教えられた｡   6 いや、人間が則を越えるのは、アブー・ジャハルのよ
うに、アッラーの定めを踏みはずす時である｡   7 威厳や自身の富を、最早十分と考えたのだ｡   8 人間よ、真に審判の日、あなた
の主に戻り、誰であれその価値通りに報われるのだ｡   9 あなたは見たか、アブー・ジャハルのような、阻止する驚くべき者を｡  10

僕のムハンマド(アッラーの祝福と平安を)が、カアバ殿の近くで礼拝を捧げているのを、かれは阻んだ｡   11 あなたは、阻止された
者が、主からの導きと洞察の道にあったならば、一体どうなると思うのか｡   12 あるいは、命令を実施し禁止を遵守することでアッラ
ーを畏れることへと招く人を、本当に阻止できるのか｡

本諸節の功徳:
●アッラーの満悦は、最も高尚な目的である。
●イスラームにおける読み書きの重要性。
●富裕はそれが慢心や真実から遠ざかることに導くならば、危険である。
●良識を禁止することは、不信仰の特徴の一つである。
●預言者の背中に罪の重圧があったならば、それ以外の者たちはどうであろうか？
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13 使徒のもたらす真理を嘘であるとして背を向けたら、
この拒否する人には何が起こると思うのか｡アッラーを
恐れないのか｡   

14 僕を妨げるこの人は、アッラーがすべてを見ておられ
る、そして何も隠すことはできないことを知らないのか｡   

15 いやいや、この無知な人が思うようではない｡もしか
れが僕に害を及ぼすことを止めないならば、われらは前
髪を荒 し々くつかんで地獄の火へと引っ張るだろう、   

16 その前髪の持ち主は、嘘付きで、誤った行動を取る者
である｡   

17 前髪をつかまれて地獄の火へと引っ張られる時、かれ
にその仲間や同僚を救助のために招集させてみよ｡  

18 われらは地獄の見張りを召集するだろう｡それは強靭
な天使たちで、かれらはわれらの命令に従い、われらの
望み通りなんでもするのだ｡そしていずれのグループが
より強靭で、より能力が高いかが判明するだろう｡   

19 この不在者が考えるようには、どんな損害もあなたに
は与えられない｡あなたは命令であれ禁止であれ、かれ
に従ってはならない｡ひれ伏して、主に服従して近付くよ
うに｡それがあなたのかれへの近づき方なのだ｡

97．天命章（アル・カドル)
マッカ啓示

本章の趣旨:
天命の夜とそこにおいて下されるものの偉大さと功徳の
説明

説明:
1 確かにわれらは、天命の夜にこのクルアーンを、一度

にこの世に一番近い天へと下した｡同時に、ラマダーン
月の天命の夜に、ムハンマド(アッラーの祝福と平安を)
に啓示し始めた｡   

2 預言者よ、この夜の善と恵みが何であるかを知ってい
るか｡   

3 天命の夜は善に満ち、信仰して報奨を求めつつ礼拝に立つ人には、それは1000の月 よ々りも良い｡  
4 その夜には天使たちとジブリール(平安を)は、アッラー(至高を称える賛美を)からのお許しにより、その年に起こることを命じら

れたあらゆる事柄を持って降りて来る｡それは生活の糧、死、誕生、その他あらゆる命令である｡   
5 その祝福された夜は、その初めから暁が訪れるその終わりまで、全てが全にあふれている｡

98．明証章（アル・バイイナ)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
ムハンマドのメッセージの完璧さとその明瞭さ

説明:
1 啓典の民(ユダヤ教徒とキリスト教徒)と多神教徒で不信心な者は、かれらに明証と明澄な論拠が来るまで、不信仰への合意に

背反しようとはしなかった｡   2 この明証と明澄な論拠とは、清浄な人だけが触れることのできる、清浄無欠な書巻(クルアーン)を
読んで聞かせるアッラーからの使徒である｡   3 そこには、真正な情報と公正な裁きがある｡それは人々を導いて、正しさと良識を
教える｡   4 律法を授かったユダヤ教徒、福音書を授かったキリスト教徒たちは、預言者がアッラーによって遣わされるまでは、異
論を唱えなかった｡ムスリムになった人もいたが、預言者の真実を知っていながらも、その不信仰に留まった人 も々いた｡   5 ユダ
ヤ教徒とキリスト教徒の罪と執拗さは明白である｡クルアーンでかれらが命じられたのは、かれらの啓典で命じられていたことだけ
であった｡つまり、何もその同列に配することなく、ただアッラーに仕え、礼拝の務めを守り、定めの施しをするというだけのことであ
った｡かれらが命じられたのは、逸脱することのないまっすぐな教えなのである｡

本諸節の功徳:
●天命の日の夜の恩寵は、一年を通じて他の夜よりも大きい｡
●礼拝時の誠実さは、それが受け入れられる条件の１つである｡
●不信仰者は最悪の被造物であるが、信仰者は最善の被造物である｡
●根本で天啓宗教の法規が一致することは、メッセージが受け入れられることを促す要因である｡

部 30598天命章 - 明証章



6 ユダヤ教徒とキリスト教徒と多神教徒で不信仰の者
は、審判の日には、地獄の火の中に入って、そこに永遠に
住むのだ｡これらは、アッラーを信じず、預言者を拒否し
たので、被造物の中で最悪の者である｡

7 だが信仰して善行に励む者たちは、被造物の中で最
善の者だ｡

8 かれらへの主(アッラー)からの報奨は、樹木と宮殿が
あり川が下を流れる楽園で、そこに永遠に住む｡アッラー
はかれらの信仰と服従に満悦され、かれらも恩寵に喜悦
している｡これらは主を畏れ、その命令に従い、禁止され
たものは控える者に対するものだ｡

99．地震章（アッ・ザルザラ)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
不注意な心に復活の恐怖と、その清算の詳細なことを想
起させる

説明:
1 最後の審判の日、大地が激しく揺れ、
2 大地が遺体やその他の重荷を投げ出し、
3 大地が揺れ動くとは、何事が起っているのかと人が困

惑して言う時、
4 その偉大な日、大地はそこで行われたすべての善悪

の情報を語るが、
5 それはアッラーが、教えられて命じられたところであ

る｡
6 その日、人々は清算の場所へと集団となって出て来

て、かれらの行ったことを見せつけられる｡
7 蟻一匹ほどの重さでも、善を行った者はそれを見る｡
8 蟻一匹ほどの小さな悪をなした人も、それを見る。

100．進撃する馬章（アル・アーディヤート)
マッカ啓示

本章の趣旨:
人間の強い現世欲を戒めて、来世を想起させ、その道筋を正す

説明:
1 アッラーは誓う｡吐く息荒く進撃する馬にかけて、
2 ひづめが石に力強く当たる時、そこから火花を飛び散らせる馬にかけて、
3 暁に敵を急襲する馬にかけて。
4 それらは走って砂塵を巻き起こし、
5 その騎手と共に敵のただ中に突入する｡

本諸節の功徳:
●アッラーを恐れることは、僕がかれの満悦を得る原因となる｡
●アーダムの子孫たちの行動は、大地によって観察されている｡

部 30599地震章 - 進撃する馬章



6 人間は、自分の主が望まれる善には、奥手である｡
7 実際のところそうしていることについて否定できず、

かれ自身がその証人である｡
8 また富を強く愛して、けちである｡
9 世俗欲で惑わされているこの人間は、墓の中のもの

が掘り出されて、清算と応報のためにアッラーが復活さ
せられることを知らないのか｡それは予想を超えるもの
である｡

10 また意図、信仰など胸の中にあるものが、暴き出され
る時のことを｡

11 本当にかれらの主は、その日、かれらについてすべて
を知り尽くされている。僕のことで何もかれに隠せるも
のはなく、それによってかれらは応報されるのだ｡

101．大打撃章（アル・カーリア)
マッカ啓示

本章の趣旨:
最後の審判の日の恐ろしさを、心に強く想起させること

説明:
1 大打撃の恐ろしさで、人々の心が震えおののく時、
2 この大打撃の恐ろしさで、人々の心が震えおののく時

とは何か｡
3 使徒よ、大打撃の恐ろしさで、人々の心が震えおのの

く時が何であるかを、あなたに教えてくれるのは何か｡
4 その日、人々の心は打撃を受けて、飛び散った蛾のよ

うになり、
5 また山々は軽く動く梳かれた羊毛のようになってしま

う｡
6 その人の秤が善行で重いのなら、
7 かれは喜びに満ちた楽園の暮らしをするだろう｡
8 だがその人の秤が悪行の方が重いならば、
9 かれの最後の住まいは地獄｡
10 使徒よ、それが何であるかを、あなたに教えるものは何か｡
11 それは酷い灼熱の火だ｡

102．数の競い合い章（アッ・タカースル)
マッカ啓示

本章の趣旨:
現世にかまける人に、死と清算を想起させること

説明:
1 あなた方はアッラーへの帰順を忘れて、財や子供などの多いことを競い合う。
2 死んで、墓に入る時まで｡
3 アッラーへの帰順を忘れてあなたの心をそのようなことで一杯にするのは良くない｡やがてあなた方はその結末を知るだろう｡
4 いや、いや、あなた方はその結末を知るだろう｡
5 いや、アッラーの下に復活されて、清算を受けるという知識があったならば、あなた方が、財や子供などの多いことを競い合うこ

ともなかっただろう｡  6 あなた方は審判の日に、必ず地獄の火を見るだろう｡  7 その時あなた方は、それを見て確信するだろう｡  
8 その日あなた方はアッラーに、あなた方の健康、財など授かったものについて必ず問われるであろう｡

本諸節の功徳:
●財や子孫のことで互いに自慢し、有頂天になることの危険性｡
●墓は一時的な訪問の場所で、そこから来世まではあっという間である。
●審判の日、人々はアッラーが現世で与えられた恩寵について尋ねられる｡
●人は財産を好むように創られている｡

部 30600大打撃章 - 数の競い合い章



103．時間章（アル・アスル)
マッカ啓示

本章の趣旨:
人生における本当の損得と、時間の重要性の喚起

説明:
1 アッラーは誓う｡時間にかけて｡
2 人間は、確かに損失と破滅の中にある｡
3 ただし、アッラーと預言者を信仰し善行に努め、互い

に真理を勧めあい、また忍耐を勧めあう者たちを除いて
は｡これらの者は、現世と来世の成功者である｡

104．中傷者たち章（アル・フマザ)
マッカ啓示

本章の趣旨:
宗教とその信徒を馬鹿にする高慢な者たちへの警告

説明:
1 いつも悪口や中傷をする者に、災いと懲罰あれ｡
2 財を集めて、計算する者で、それ以外に関心のない者

に｡
3 かれはその財が、死から守ってくれ、永久にこの現世

で生かしてくれると考えている｡
4 この無知な者が思うことは、とんでもないことだ。かれ

は必ず全てを粉砕する地獄の火の中に投げ込まれる｡
5 使徒よ、このなんでも粉砕するという火とは何かを、

あなたに教えてくれるのは、何か｡
6 それは焚きつけられたアッラーの火で、
7 体を突き抜けて、心臓まで達する｡
8 それは罰を受ける者たちの上に被さり、
9 そこから出れないよう、長く伸びたいくつもの柱があ

る｡

105．象章（アル・フィール)
マッカ啓示

本章の趣旨:
カアバ殿を護持するアッラーの力の説明と、それによる訓戒と恩恵の描写

説明:
1 使徒よ、あなたの主は、アブラハとその一群をどのように対処されたか知らないのか｡象の軍勢でカアバ殿を壊そうとしたのだ｡
2 かれは、かれらの破壊計画を、失敗させられたのではないか｡カアバ殿から人々を追い払うとの策は、完遂されず、全くの失敗に

帰した｡
3 アッラーはかれらの上に、次 と々群れなす鳥を遣わし、
4 焼き土の小石をかれらに投げ付けて、
5 かれらを食い荒らされ、家畜に踏みつぶされた穂のようにされた｡

本諸節の功徳:
●誰であれ、信仰、善行、真理と忍耐を互いに奨励しない人は、損失を被る｡
●悪口と中傷は禁止されること｡
●アッラーはそのカアバ殿を守られる｡それはアッラーが定められた、治安である｡
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106．クライシュ族章
マッカ啓示

本章の趣旨:
アッラーのクライシュ族への恩寵と、それゆえに彼らに課
せられた義務

説明:
1 クライシュ族の慣習とその慣れ親しんだことのため、
2 冬イエメンへ、そして夏シリアへ、かれらが旅する安全

のため｡
3 かれらの旅を容易にされた、この家(カアバ)の主(アッ

ラー)だけを奉るように｡何ものも、かれに並べて崇拝し
てはならない｡

4 聖地とその住人を敬うアラブ人たちの心ゆえに、アッ
ラーはかれらの飢えには食物を与え、かれらの恐怖には
安全を与えられた｡

107．慈善章（アル・マーウーン)
マッカ啓示

本章の趣旨:
宗教と来世を嘘呼ばわりする人たちの特徴の説明

説明:
1 あなたは、審判の日の報いを否定する者を見たか｡
2 それは、困っている孤児を荒 し々く追いやり、
3 貧者に食物を与えることを、自分にも他人にも勧めな

い者｡
4 破滅と災いあれ、礼拝者たちに。
5 かれらは自分の礼拝に気もそぞろ、礼拝時間が過ぎ

てしまうことも気に留めない。
6 また人にこれ見よがしに礼拝し、善行に励むが、アッ

ラーのためにするという誠実さがない｡
7 善のないことにおいて、他人を援助することを控える者である｡

108．豊潤章（アル・カウサル)
マッカ啓示

本章の趣旨:
預言者(アッラーの祝福と平安を）に対するアッラーの多くの善、かれを憎悪する者の破綻

説明:
1 使徒よ、確かにわれらはあなたに、豊潤な善を授けた｡楽園のカウサル川もその一つ｡
2 だからその恩寵に感謝せよ｡あなたの主のみに礼拝し、犠牲を捧げるのだ｡それは多神教徒たちが、かれらの偶像に捧げる供物

とは違う｡
3 あなたを憎む者は、あらゆる善行とは縁がなく、忘れ去られる｡もし言及されても、否定的に言及されるのだ｡

本諸節の功徳:
●イスラームにおける安全の重要性｡
●人目を気にした崇拝行為や善行は心の病で、それは行いを無効にする｡
●恵みに対して感謝をすることは、さらに恵みを増やしてくれる｡
●現世と来世における預言者(アッラーの祝福と平安を)に対するアッラーの厚遇、守護、栄誉｡
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109．不信仰者たち章（アル・カーフィルーン)
マッカ啓示

本章の趣旨:
アッラーのみを崇拝することを肯定し、そこに他のものを
並べることから無縁であること。イスラームとシルクの完
全な区別。

説明:
1 使徒よ、言え｡おお不信仰者たちよ、
2 わたしは、今も未来もあなた方が仕えるものには仕え

ない｡
3 あなた方は、わたしが仕えるものには仕えない｡それ

は、アッラーのみだ｡
4 またあなた方が仕えてきたものに、わたしは仕えな

い｡
5 あなた方は、わたしが仕えるものには仕えない｡それ

は、アッラーのみだ｡
6 あなた方には、あなた方が創った宗教があり、わたし

には、アッラーがわたしに下した、わたしの宗教がある｡

110．援助章（アン・ナスル)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
イスラームの勝利と預言者の死期が近づいたことの予兆

説明:
1 使徒よ、アッラーの援助が来てあなたの教えが勝利し

て、栄誉を与えられ、マッカが解放されるとき、
2 人々が群れなしてイスラームに入るのを見るときは、
3 あなたの遣わせられた責務の終わりが近づいたこと

を知れ｡主を称賛して賛美し、援助と勝利に感謝し、また
御赦しを請うように｡真にかれは、よく赦されるお方で、僕
の改心をよく受け入れて下さる｡

111．シュロ章（アル・マサド)
マッカ啓示

本章の趣旨:
不信仰にあっては、家柄も地位も無益なこと

説明:
1 預言者(アッラーの祝福と平安あれ)の叔父で、アブドル・ムッタリブの息子であるアブー・ラハブの両手は、その行いの損失と共

に、滅びるがいい｡かれはいつも預言者(アッラーの祝福と平安あれ)に損害を及ぼし、妨害しようとしていた｡
2 かれの資産も、子弟も、かれのために役立たない｡懲罰に対抗できず、また慈悲をもたらすこともできない｡
3 審判の日、かれは地獄の火の炎(ラハブ)に入れられて、そこで熱い目にあうのだ｡
4 かれの妻、ウンム・ジャミールは、いつも預言者(アッラーの祝福と平安あれ)の行く道に茨(いばら)を投げ入れて害を及ぼそうと

したので、やはりそこに入れられる｡
5 首にはシュロの縄をきつくかけられて、それで地獄へ引き込まれる｡

本諸節の功徳:
●不信仰者との明確な区別の必要性｡
●恩寵は感謝を伴うもの｡
●シュロ章は預言者の証の一つである。というのは、その中でアブー・ラハブは不信仰者として死ぬことと定められたが、事実10年
後に(不信仰者として)亡くなったからである｡
●不信仰者どうしの婚姻の(法的)正当性。
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112．純正章（アル・イフラース)
マッカ啓示

本章の趣旨:
アッラーは神性と完璧さで唯一であり、あらゆる欠点か
ら無縁であること

説明:
1 使徒よ、言え、かれはアッラー、唯一なお方｡かれ以外

に神はいない｡
2 アッラーは完全さと美の属性を極めた主であり、すべ

ての被造物が向かう永遠な存在｡
3 産むこともなければ、産んでもらったわけでもない｡か

れに称賛あれ、かれには子もなければ、親もいない｡
4 かれに対等なものは、何もないのである｡ 

113．黎明章（アル・ファラク)
マッカ啓示

本章の趣旨:
外面的悪からアッラーにご加護を求めること

説明:
1 使徒よ、言え、黎明の主に、わたしは助けを求める、
2 かれが創られるものの悪から、
3 夜に出現する害獣や盗人などの悪から、
4 結び目に息を吹きかける女呪術師の悪から、
5 また、嫉妬する者の嫉妬の悪から｡　　　

114．人々章（アン・ナース)
マッカ啓示

本章の趣旨:
悪魔とそのささやき、及び密やかな悪から、アッラーにご加護を求めること

説明:
1 使徒よ、言え｡人々の主に、わたしは庇護を求め、守護を求める｡
2 人々の王に。かれは、かれらに何でも好きなようにできる方｡かれ以外には、かれらに王はいない｡
3 人々の神に。かれ以外に真に崇拝すべきものはいないのだ｡
4 悪魔の悪から、ご加護を求める｡それは人がアッラーを失念しているときには心にささやき、アッラーを想念すれば退く｡
5 それは人々の心にささやく者である。
6 悪魔はジンでも、人間でもありえる｡

本諸節の功徳:
●アッラーの完璧さと欠点のなさの強調｡
●魔法の存在の確認とその治療法｡
●悪魔のささやきに対する治療としては、アッラーを思い出し、悪魔からのご加護をアッラーに求めること｡
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